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連絡を取ることが可能で，調査に協力することに了解の得られた８名（男性 5名，女性 3 名）を
対象とした。全員が，現在も就労を継続しており，うち１名は離職を経験している。全員，療育
手帳(B)を持っており，ほとんど不自由なく言語でのコミュニケーションをとることができる。 











































































⑥学生時代の受け止め，⑦家庭の支援 の 7 点が取り出せた。7 つの要因のうち要因①～⑤は，型
によって質の違いがみられたが，要因⑥⑦は，どの型にも共通したものがみられた。 
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64 地　域　学　論　集      第 13 巻      第 ３ 号（2017） 
３つの型それぞれの結果を以下に示す。インタビュー結果の具体的な内容について，型ごと，関
連する要因ごとに表にまとめて示した。 
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各学校の教育目標，教育方針については，以下の webページを参照した(2017年 1月 27日閲覧)。 
1 東京都立永福学園  http://www.eifuku-sh.metro.tokyo.jp/site/zen/entry_0000019.html 







(2017年 1月 27日受付，2017年 2月 1日受理) 
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